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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

 １ 現況 

 （１）大学名：東京音楽大学 

 （２）学部・研究科名：音楽学部・音楽研究科 

 （３）所在地：中目黒・代官山キャンパス 〒153‐8622 東京都目黒区上目黒１－９－１ 

      池袋キャンパス      〒171‐8540 東京都豊島区南池袋３－４－５ 

 

 （４）認定を受けている教職課程   

学部・研究科名 免許種別 

音楽学部 中学校教諭一種免許状（音楽） 

高等学校教諭一種免許状（音楽） 

音楽研究科 中学校教諭専修免許状（音楽） 

高等学校教諭専修免許状（音楽） 

※本学と教育業務提携を行っている他大学通信教育部の科目等履修生となり、小学校教諭二種免許

状の取得が可能。 

 

 （５） 学生数（令和５年５月１日現在）／令和４年度教員免許取得者数 

 ・学部 

学部／学科 専攻 コース 学生数 教員免許取得者数 

音楽学部 

音楽学科 

声楽 声楽芸術 186 21 

声楽特別演奏家 9 0 

器楽 ピアノ演奏家 171 18 

ピアノ 221 34 

ピアノ・創作 13 3 

チェンバロ・オルガン 2 0 

弦楽器 145 9 

管打楽器 319 36 
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学部／学科 専攻 コース 学生数 教員免許取得者数 

音楽学部 

音楽学科 

作曲指揮 作曲「芸術音楽」 18 1 

作曲「ミュージック・メディア」 76 0※ 

指揮 10 0 

音楽文化教育 49 10 

ミュージック・リベラルアーツ 98 6 

吹奏楽アカデミー 54 7 

計 1371 145 

※作曲指揮専攻（作曲「ミュージック・メディアコース」）は教育職員免許状が取得できない。 

   

 ・修士課程 

研究科 専攻 研究領域 学生数 教員免許取得者数 

音楽研究科 声楽 独唱 40 4 

オペラ 11 2 

器楽 鍵盤楽器 65 12 

弦楽器 17 4 

管打楽器 20 1 

室内楽 0 0 

作曲指揮 作曲 15 1 

指揮 2 0 

音楽文化研究 音楽教育 6 0 

音楽学 1 2 

ソルフェージュ 3 1 

多文化音楽 11 0 

計 191 27 
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 （６）教員数 

  教職課程科目担当 76 名／大学全体 95 名 

 

２ 特色  

 東京音楽大学（以下、「本学」という）は、明治 40 （1907 ）年に創設された東洋音楽学校を

前身とする、我が国で最も古い歴史を持つ私立音楽大学である。昭和 38 （1963 ）年に四年制大

学として認可され、続いて昭和 44 （1969）年に東京音楽大学と名称変更し、平成 5 （1993 ）

年に大学院音楽研究科修士課程、平成 26 （2014）年に同研究科博士後期課程を設置し、現在に

至っている。 

 本学の教職課程では、教職課程の必修単位を取得するのみならず、学修・体験・実習を通し

て、教員としての資質、人間性、社会性を培う貴重な学びの場としての教育を行っている。 

 また、学生へは次のような教員となるべく明確な目標意識をもつよう指導している。 

 

【育成する教師像】 

1.教師として使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任をもつ。 

2.教師として確かな力量を備え、常に学習する意欲をもつ。 

3.教師として豊かな人間性や社会性、人格的資質をもつ。 

 

 教員の資質向上は社会的に大きな課題の一つであると考え、本学では教育現場での経験豊富な

教員によりカリキュラム内容の充実を図るとともに、きめ細かな指導を通して教育現場で活躍で

きる音楽教師の育成を目指している。  
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検評価 

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標の共有 

〔現状説明〕 

 本学では、建学の精神と理念として以下の３つを掲げている。 

【建学の精神と理念】 

・アカデミズムと実学の両立 

・音楽による社会貢献 

・国際性 

 

 また、本学は教育目的として以下のように定めている。 

【教育目的】 

「本学は、教育基本法の精神に則り、広く一般教育の知識を授けるとともに、音楽の専門教育

を行い、これを通じて人格の完成をはかり、もって有為な音楽家を育成することを目的とす

る。」（学則第２条） 

「本学は、音楽芸術の研鑽を通じて、高度な専門性を有した音楽家、音楽教育者を育成する。

また、自らの音楽的個性とともに幅広い教養を備え、現代社会の様々な局面に対応しうる人材

を育成することを教育目標とする。」（学則第２条の２） 

 

 建学の精神と理念及び教育目的に基づき、以下に示す教師を育成することを教職課程教育の目

標としている。 

【育成する教師像】 

１．教師として使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任をもつ。 

２．教師として確かな力量を備え、常に学習する意欲をもつ。 

３．教師として豊かな人間性や社会性、人格的資質をもつ。 

  

 上記については、本学 Web サイトにて公開している。 

 

〔長所・特色〕 

 教職課程教育の目的・目標は本学 Web サイトにて公表し、学生や教職員に周知・共有してい

る。また、後述する教職課程委員会・教職課程部会を定期的に開催し、教職課程担当教員及び教

職担当職員間で情報共有を図り、「育成する教師像」の実現に向け、協働的に教育活動を推進し

ている。 
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〔取り組み上の課題〕 

 社会情勢や教育現場の実情に則して、教職課程教育の目的・目標の見直しを適宜行い、学内は

もとより学外に向けても本学の教職課程に対する姿勢を積極的に発信していきたい。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－１－１：大学 Web サイト（学則、教育目的、建学の精神と理念） 

・資料１－１－２：大学 Web サイト（教職課程） 
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基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

〔現状説明〕 

 教職課程認定基準を踏まえた教員を配置している。 

 教職課程の運営に関しては、教職課程委員会と教職課程部会、教務課教職担当職員が連携して

あたっている。 

 

【教職課程委員会】 

●目的 

大学全体としての組織的な指導体制を整備し、質の高い教員養成教育を行うために教職課

程の改善・充実を図る。 

●構成員 

・教職課程主任教授 

・「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指

導、教育相談等に関する科目」及び「教育実践に関する科目」を担当する専任教員 2 名 

・「教科に関する専門的事項」を担当する専任教員２名 

・学務部長 

・教務課長 

●審議事項 

・教職課程の基本方針に関する事項 

・教職課程に係る教育課程の編成及び実施に関する事項 

・教職課程の自己点検・評価及び改善充実に関する事項 

・その他教職課程に関して必要な事項 

 

【教職課程部会】 

●目的 

教職課程委員会と連携し、質の高い教員養成教育を行うために教職課程の改善・充実を図

る。また、教職課程担当教員との情報共有・意見交換を行う。 

●構成員 

教職課程を担当する専任教員及び非常勤講師で構成する。 

・教職課程主任教授（１名） 

・教授（１名） 

・准教授（２名） 

・専任講師（１名） 

・非常勤講師（１０名） 

●審議事項 

・教員採用試験に関する情報共有 

・学生支援に関する事項（学生に関する情報交換 他） 

・人員整備、担当科目に関する事項 

・その他教職課程に関して必要な事項 
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〔長所・特色〕    

 本学では、年度当初と年度末に全教職科目担当教員（非常勤講師含む）による教職課程部会を

開催し、教職課程教育の目的・目標、その他必要な情報を共有している。 

 また、教職課程主任教授と教職担当職員及びその他関係部署が日常的に連絡を取り合い、必要

に応じて教職課程主任教授から関係教員へ情報共有を行うことで、きめ細かな学生支援を実現し

ている。 

 学生に対しては、学内ポータルサイト「UNIVERSAL PASSPORT」（以下、「ユニパ」と

いう）を活用し、授業時間外であっても学生から教員へ問い合わせができる仕組みを確立してお

り、問い合わせを受けた教員は、丁寧に個別対応をしている。  

            

〔取り組み上の課題〕 

 大学全体で教職課程教育の目的・目標の共有をするために、非常勤講師を含めた教職課程部会

や教職課程委員会の開催回数を更に増やすことで、教職課程における課題を随時共有し、今後の

改善につなげていきたい。 

  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：教職課程認定手続き書類「変更届」 

・資料１－２－２：東京音楽大学教職課程委員会規程 
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

〔現状説明〕 

 本学では、２年次からの教職課程の履修に先んじて、１年次に全学生が履修することができる

「教職論」という科目がある。本授業内では今日の教育現場が抱える問題点や課題について解説

し、教員に必要な基礎的な知識としての教育の意義、教員として必要な資質・能力、役割・義務、

職務内容、学校組織（チームとしての学校等）、これからの学校教育等について学び、今後のあ

るべき教師像について学生自ら考える機会を設けている。 

 その上で１年次修了時にガイダンスを実施し、改めて教員の職務の重要性を認識させ、本学で

教職課程を学んでいく上での心構えや意義を学生と共有し、学生に対し教職課程を履修するにふ

さわしい人物像を示している。 

 教員免許状（音楽）は本学で唯一取得可能な国家資格ということもあり、教職課程の履修に関

心を持つ新入生は多い（実際在学生のうち約６割が教職課程を履修している）。このような現状

を踏まえ、オープンキャンパスでは入学希望者に向けて教職課程の概要を説明した上で「音楽科

教育法」の模擬授業を演習形式で行い、入学前から教職課程の特性や魅力を実感させることで、

より多くの音楽教師を志す学生の確保を目指している。  

  

〔長所・特色〕 

 本学では、教職課程を履修する上で教職を担うにふさわしい学生であるかの判断基準として、

GPA による履修条件を設けている。また、３年次修了までに単位修得すべき科目（教職科目及

び卒業要件科目）を設定し、それらを教育実習への参加条件としている。 

 授業の実施に関しては、少人数授業を多く取り入れることで学生の特性に応じた指導を実現し

ており、学生自身の主体性や協調性を育成し、学修意欲の向上を図っている。 

 なお、教職課程の一部の科目では、欠席した学生が授業内容を理解できるように授業ビデオを

作成し、配信を行っている。この授業ビデオは欠席した学生だけでなく、授業を受けた学生の復

習用としても活用されている。 

   

〔取り組み上の課題〕 

 現在、教職課程ガイダンスを１年次の年度末に実施しているが、教職課程についての理解や意

識を高めるためにガイダンス実施時期の見直しを検討していきたい。また、ユニパの掲示等を活

用し、学生が教職課程についてより深く理解できるような情報を積極的に提供していきたい。  

  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－１－１：「教職論」シラバス 

・資料２－１－２：大学 Web サイト（教職課程） 

・資料２－１－３：教職課程履修説明会資料  
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基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

〔現状説明〕 

 本学では、より明確な自立支援（社会的・職業的）の展開に向けて、キャリア支援センターを

設置している。個別のニーズに沿った、一人一人の背景にできるだけ丁寧にアプローチする支援

のあり方を目指し、「音大生のためのパーソナルキャリア支援プログラム」を実施している。実

社会で役に立つ講座の実施、相談体制・機能の強化、就職情報・求人情報の迅速な提供等を通し

て、一人でも多くの学生が満足し、納得した進路選択ができるよう支援を進めている。  

  

〔長所・特色〕 

 教職課程主任教授とキャリア支援センター長は日常的に連絡を取り合い、教員志望の学生への

対応や講座等の実施について密に連携して進めている。 

 キャリア支援センターでは、教員志望の学生がすべきことを熟知する指導教員が一年を通して

教員養成講座を開講している。講座の中では、教員採用試験に必要な筆答試験・面接対策や小論

文の書き方、伝え方などの表現力を身に付けさせる指導を実施している。また、近隣の中学校等

にボランティアとして課外活動や学習支援等を行う学生のサポートを行い、在学中に学生が実際

の教育現場を知る機会と場所を提供している。 

 また、卒業生インタビューを定期的に行い、それらを本学の Web サイトを通じて学内外に発

信し（卒業生インタビューシリーズ、教員採用者メッセージ等）、実際に教職に就いている卒業

生の生の声を在校生や入学予定者に届けている。 

 

〔取り組み上の課題〕 

 現在は学生向けの電子掲示板やキャリア支援 Web サイトでボランティア活動の情報などを提

供しているが、キャリア支援センターとの連携を更に深め、採用試験やボランティア活動等の情

報をより多くの学生に周知できるような方法を検討し、キャリア支援センターの活用率の向上を

目指す。 

 また、今後も教育現場で活躍している卒業生からのメッセージや近況などを可能な限り提供す

る。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料２－２－１：大学 Web サイト（ディプロマポリシー） 

・資料２－２－２：大学 Web サイト（教職課程／進路実績） 

・資料２－２－３：大学 Web サイト（卒業生インタビューシリーズ、教員採用者メッセージ）
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

  

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

〔現状説明〕 

 本学では、中学校・高等学校の音楽の授業において生徒の感性を育みつつ、理論的・学術的な

裏付けを伴った指導と生徒一人一人の個性の伸長を図る指導、そして音楽を通じて集団で一つの

活動を実現させるコミュニケーション能力やリーダーシップ能力を身に付けさせる指導ができる

教員を養成する教職課程カリキュラムを編成している。 

 また、今日の教育現場では、課外活動の地域移行についての適正な在り方に関する確かな

知識や、カリキュラム・マネジメントで求められるPDCAサイクルによる職務遂行能力、開

かれた教育活動の実現に向けた地域社会をはじめ学外の多様な人材と協働する力など、教員

には多様な力や視点が求められている。（この後原文とおり）そのために、本学では個人へ

の専門教育を行うと同時に、他者との関わりの中で学び、学外の様々な考え方に触れる科目

等を配置することによって、多角的な視点を獲得できるカリキュラムを構築している。 

  

〔長所・特色〕 

 本学の教職課程カリキュラムにおける特徴的な授業科目として「教職課程管弦楽・吹奏楽」が

ある。この科目は、音楽教師（指導者）として必要な「音による表現能力」と「言葉による表現

能力」を習得し、さらに「課外活動の運営法」を体得し、教員として必要な能力を修得すること

を目的としている。 

 本授業で学生は各自の専門以外の楽器を選択し、選択した楽器の演奏技術を基礎から学び、楽

器の演奏技術、合奏法を向上させ、管弦楽・吹奏楽の理解を深めていく。その中で、初心者に自

分の「教え」を音によって理解させる表現能力を習得することと、学生の演奏スキル向上に伴い、

その中で得た習得方法に関して学生同士で討論することにより、初心者に自分の「教え」を言葉

によって理解させる表現能力を習得させることを目指している。 

   

〔取り組み上の課題〕 

 「教職課程管弦楽・吹奏楽」のこれまでの実績や成果を学内外により周知することを目指し、

積極的に学校案内や Web サイト等で紹介する必要があると考える。また、この授業に関わる各

楽器の指導者の確保も課題の一つであり、今後はより多くの教職課程履修者に自分の専門以外の

楽器で履修できる機会を設け、指導者としての経験を積む場を提供していきたい。  

  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－１－１：大学 Web サイト（建学の精神） 

・資料３－１－２：「教職課程管弦楽・吹奏楽」 シラバス 

・資料３－１－３：東京音大ジャーナル vol.43 
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基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

〔現状説明〕 

 本学では、実践的な指導力の育成を目指し、「教職課程管弦楽・吹奏楽」や「音楽科教育法」

の科目を設けている。 

 地域との連携に関しては建学の精神と理念の１つである「音楽による社会貢献」のもと、キャ

ンパスが位置する目黒区や豊島区をはじめとした地域社会とのつながりを深めるために、年間を

通して多くのコンサートや公開講座、ワークショップなどを開催しているが、それらには教職課

程履修学生も多く参加し、実践的な能力を身に付ける機会となっている。 

  

〔長所・特色〕 

 「教職課程管弦楽・吹奏楽」では、２年生と３年生が合同で授業を行い、上級生が下級生に、

楽器の構え方、音の出し方、手入れの仕方などを指導している。授業を通して身に付けた楽器の

技能をいかにわかりやすく、効率的に指導できるかという取り組みを通して実践的な指導力を育

成している。また、演奏会の企画、運営、楽器の手配、宣伝、会計報告等、地域連携教育を担う

教員として必要な管弦楽・吹奏楽の運営法、企画・製作法、団体指導法を定期演奏会を通して体

得する機会としている。 

 「音楽科教育法」では、今求められている児童生徒の確かな学力を育む授業力（指導技術、授

業展開、教材解釈、評価基準の設定、統率力、生徒指導・生徒理解など）を身に付けさせること

を目的としており、授業内で行われる模擬授業を通して教員に求められる児童生徒の多様な学習

状況にも対応できる力や扱う教材について探求する力を育成している。模擬授業は録画をし、そ

れらを学生に配信することで、模擬授業を行った学生が自分の授業の様子を客観的に振り返るこ

とができるようになっており、学修効果を高めている。 

  

〔取り組み上の課題〕 

 今後は、目黒区、豊島区の両教育委員会との連携を深め、４年次で実施される教育実習前に学

校現場の見学やボランティア活動を行うことができるような仕組みを構築していくことを検討す

る。 

  

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料３－２－１：大学 Web サイト 

・資料３－２－２：「音楽科教育法」シラバス  
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Ⅲ．総合評価 

  

 今回、一般社団法人全国私立大学教職課程協会の作成した評価規準に則し、教職課程委員会が

自己点検・評価することで、本学教職課程の特色や課題等を客観的に見出すことができた。 

 課題に関しては後述するが、今回の作業を通じて、教職課程担当教員と教職担当職員との連携

が充実していることが確認できた。些細なことについても情報を共有することで、学生個人に関

することや教職課程全体に関する様々な問題を速やかに解決することができており、今後も継続

して行いたい。 

 教職課程担当教員の多くが、中学校、高等学校での教育現場経験者であることから、豊富な知

見をもとに学生が抱いている教職に対する疑問や不安などに、適切な指導・助言を行っているこ

とも評価できる点である。このことにより、学生一人一人が教育現場における教師の役割につい

てより現実的にイメージすることができ、結果的に教職課程科目に対する学修意欲の向上に繋が

っている。今後も教育現場における豊富な経験と実績をもつ教員を配置していく計画である。 

 また、本学では令和５年度より新入生の必修科目「教養演習」を開設した。本授業は、アカデ

ミック・スキルを修得しつつ、課題解決のために必要な思考力・判断力・表現力を学生に身につ

けさせることを目的としており、教職課程担当の専任教員全員が指導にあたっている。これらは

現在の教育現場で必須とされる能力であり、教職課程を履修する学生が１年次に「教養演習」で

修得した能力を、２年次以降の教職課程科目で応用的に深め、定着させることができるよう指導

している。 

 

 今後の課題としては、次の４点が挙げられる。 

・履修カルテのデジタル化 

 現在用いている紙の履修カルテをデジタル化し教職課程に関わる全教員が容易に確認できるよ

うにすることで、担当した授業に関して学生一人一人に適切な指導ができるようにしていきたい。

また、履修状況が芳しくない学生に対しての指導などにも活用したい。 

 

・地域との連携 

 池袋キャンパスが位置する豊島区とは長年にわたり連携しており、実績を上げている。今後は

中目黒・代官山キャンパスが位置する目黒区との連携も積極的に行い、地域社会との連携を更に

充実させていきたい。また、演奏活動やボランティア活動だけでなく、実際の学校現場での授業

見学や授業補助なども行っていけるようにしたい。 

 

・カリキュラムの再構築 

 今後、教職課程委員会を通じて教職課程のカリキュラムを見直し、必要に応じて教職に特化し

た内容の科目の新設を検討していきたい。また、教員採用試験の実施日の前倒しや大学３年生で

の受験を可能とする方針が文部科学省から提示されたことに伴い、カリキュラムの見直しやそれ

に伴う学生の教職課程履修の負担軽減対策についても今後検討を重ねていきたい。 
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・ICT 環境の充実化 

 現在、学校現場では GIGA スクール構想により児童生徒一人につき一台の情報端末が整備さ

れ、ICT を活用した教育活動が日常的に展開されている。しかし、本学では学生向けの情報端末

の整備が遅れており、ICT を活用した授業づくり等を検討していく上で、今求められている実践

的指導力を育成する環境整備が十分ではない。教職課程のみならず、全学的な情報環境の整備が

喫緊の課題である。 
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Ⅳ 「教職課程自己点検評価報告書」作成プロセス 

 

本報告書の作成に当たっては教職課程委員会を中心に、以下の手順で進めた。 

 

１）教職課程教員と教職担当職員が連携し、自己点検・評価報告書原案を作成 

２）教職課程委員会において審議のうえ、報告書を作成 

３）内部質保証推進委員会に報告書を提出し、教職課程の自己点検・評価結果を報告 

４）本学 Web サイトで公表 
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Ⅴ 現況基礎データ一覧                       令和５年３月末日現在 

 

法人名 学校法人 東京音楽大学 

大学・学部名 東京音楽大学・音楽学部 

学科・コース名（必要な場合） 音楽学科 

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等 

1  昨年度卒業者数 313 

2  １のうち、就職者数 

 （企業、公務員等を含む） 

133 

3  １のうち、教員免許状取得者の実数 

    （複数免許状取得者も 1 と数える） 

172 

4  ２のうち、教職に就いた者の数 

    （正規採用＋臨時的任用の合計数） 

29 

 ４のうち、正規採用者数 14 

 ４のうち、臨時的任用者数 15 

２ 教員組織 

 教授 准教授 講師 助教 その他 

（非常勤講師） 

教員数 41 22 13 0 2 

 

 

 

 


